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ふくせんじあと 福泉寺跡

みたけじあと　大岳寺跡

市指定
所在地：多紀連山（小金カ岳）

市指定
所在地：多紀連山（三岳）

小金カ岳の頂上から、
南へおよそ7合目辺りの山
懐に位置する。樹木と下
草に覆われた平坦地に苔
むした礎石が散在し、中
世陶磁器が採集される。
福泉寺は、三岳山中に
ある大岳寺の開創から数
十年後に建てられ、その
奥の院にあった宝塔には
大日如来坐像以下4体の像
を安置していたと伝える。
また、山内には大和大峯
衆徒の来襲に備えて造っ
たとされる馬駆場や掘割
の跡が残るという。

山岳仏教の全国的な盛
期（平安時代末期～室町
時代）、多紀連山中に修験
道の聖地として大岳寺が
あり、吉野大峰山に対し
て新金峯山大岳寺と称し、
全山の中核的寺院として
崇敬されていたと伝える。
同寺跡は三岳山頂の南
側7合目付近にあり、伝承
では塔頭11カ寺を擁した
とあるが、現在でも数カ
所の僧坊跡と思われる平
坦地や、そこから中世の
陶磁器の出土が見られ、
伝承の信憑性を高めるも
のとなっている。


